
ハードウェア構成技術の考察に基づくセルラ・無線LAN
共用ソフトウェア無線装置の試作

NTT未来ねっと研究所

SDRを実現したい　　←　ハードウェアの制約　

�　装置の構成法

�　デバイスの選択
→　　　ポイント



ADCの特性 DSPの特性

現在のトレンド



SDRの構成法



試作したソフトウェア無線機装置

1.5ＧＨｚ、1.9ＧＨｚ、2.4ＧＨｚ



　　PHS：　

�　チャネル分布・多重

�　周波数変換

�　波形整形

�　膨大な演算リソースを要する処理
�　DSPの能力を超える処理

PPP（Pre-Post Processor）の

　　ハードウェア　：　　FPGA

　　コンフィギュレーションデータ：

　　　　　　　　・　ROM

　　　　　　　　・　harddisk

・ wireless-download

　　　　　　　　　　　LAN:

�　周波数変換

�　波形整形

�　拡散・逆拡散



RF周波数：

　　1.5ＧＨｚ、1.9ＧＨｚ、2.4ＧＨｚ

アンテナ：

アダプティブアレー

�　　一直線

�　　三角形

PHSモードでの
コンスタレーション

PPPの出力

LANモードでの
相関器出力



マルチプロセッサ・アーキテクチャ・ソフトウェア無線機に

おけるPHS方式ソフトウェアの設計と特性

NTT未来ねっと研究所

SDRのプラットフォームでPHSのリアルタイムな音声通信

　　　　　　　　　　　　　　　　　実現

　　　　　　　　　　　　評価を行った



ソフトウェア構成 End-to-endで遅延時間＝150[ms]
エコーキャンセラが不要な遅延時間＝50[ms]

目標遅延時間　→　50[ms]



遅延時間の推定

送信側：　端末側

遅延時間＝13.5[ms]
受信側：基地局側

遅延時間＝13.0[ms]



実験装置と結果

測定遅延時間＝23.4[ms]

設計遅延時間＝26.5[ms]



適応受信技術実用化実験装置の開発

日本電気株式会社

�　電波秩序の維持

�　電波の有効利用
電波監視電波監視電波監視電波監視 適応受信技術

目的：

�　変調方式の自動識別、各種通信元の分析、マルチモード復調

�　無線局の識別

�　電波監視装置適用



アーキテクチャ

主要機能：

1. 遠隔制御

2. ソフトウェア受信機

3. 無線機識別

4. 広帯域監視（最大4ＭＨｚ）

ソフトウェア受信装置

無線局自動識別装置

方探処理装置

通
信
処
理
部

遠隔制御装置（センター）



ソフトウェア受信装置

受信ユニット 変調方式識別ユニット

復調ユニット





無線機識別装置

受信ユニット

無線局識別ユニット






